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 みなさんこんにちは。フィンドレー大学に留学中の近藤と申します。秋学期が始まり早 2 ヶ

月が経ち、9 ヶ月の留学も終わりが見えてくる時期に差し掛かってきました。2 月に入ってから

のフィンドレーは、春の訪れを感じるくらい素晴らしい晴天に恵まれた時もあれば、日中でも

氷点下という日も頻繁にあり、気温の上下がとても激しい 1 ヶ月でした。一方で日々の生活も

いつもにまして激しく忙しい状況が続いており、レポートを書くにあたり、どの活動と取り上

げようか悩みに悩みました。今回の報告書では、多様性について語る会と Hamtramck へのフィ

ールドトリップでの活動に加え、後期の受講している講義２つを紹介したいと思います。 

 

 授業 

 ロック・ミュージック・スタイル 

 この授業では 1950 年代からのロックの歴史を探る中で、多様性豊かなロック音楽についての

知見を深めていきます。ロックが大好きだけれど、ギターやドラムの経験がほぼゼロという私

でも受講することができます。授業は先生の講義に加え、昔のお宝映像が沢山ちりばめられた

ドキュメンタリービデオを見ながら進められます。50 年代のロックを全く聞いたことのなかっ

た私にとって、そのルーツは誰もが知るエルビス・プレスリーやビートルズというイメージで

した。しかし実際はカントリーやブルース、ジャズやゴスペルという様々なジャンルから特徴

を取り入れて、徐々に徐々にアメリカで形作られていったということを学び、始めしばらくは

その衝撃で頭がいっぱいになりました。それと同時に、ロック音楽の奥深さにさらに魅力を感

じるようになりました。 

 応用フィルム写真学 

 前期のフィルム写真学入門に引き続き受講することを決めたこの授業

では、今学期のフィルム写真学入門のみんなと共に授業に参加しなが

ら、さらに追加で課外のレクチャーを受けています。1 学期分先輩とい

うことで、入門のクラスメイトからはよくアドバイスを求められたり作

業の手順を質問されることがあります。教えながらさらに知識を深めら

れる上に、クラスメイトとも仲良くなれるので、前期以上にやりがいが

あります。また、課外ではトイカメラや 60 年代のカメラ、1 回りも 2 回

りも大きなカメラを使わせてもらっており、色んな味のある写真に挑戦

することが出来ています。 



 課外活動 

 多様性について語る会 

 この会は Buford Center という大学の多様性を促進させることを目的としたオフィス主催のも

ので、当日はそのオフィスの職員さんに加え、国際交流経験のある学生、大学の各委員の

方々、そしてさらにはフェル学長もご来席されていました。私は交換留学生代表として招待さ

れ、豪華な食事を囲みながら自身の経験をもとに多様性についての意見を述べさせていただき

ました。フェル学長とお話しする機会があったのですが、気品がありそれでも話しやすさを感

じさせてくれる、本当に素敵な雰囲気のお方でした。自分の意見を大学のトップともいえるべ

き方々の前で語るのは胃がよじれるほど緊張しましたが、留学中に自分で気づいたことだった

ので熱意でもって伝えることが出来ました。この経験は今後意見を述べる上での自信につなが

るものになったと、達成感を抱きました。 

 Hamtramck へのフィールドトリップ 

 このイベントは留学中でも最も印象深い活動の一つになると思いま

す。Hamtramck はフィンドレーから車で 2 時間半、ミシガン州にある人

口 2000 人の町です。この町のすごい所は、人口の半分以上がイスラム

教徒という点です。かつてはポーランド系移民の町だった Hamtramck、

現在はバングラディシュやイエメンからの人々が多く住んでいると言わ

れています。そこではまず小学校を訪問し、かるたや箸を使ったゲー

ム、紙芝居、そしておにぎりづくりなどのアクティビティをみんなで楽

しみました。今まで色んな小学校に行ってき

ましたが、この小学校の歓迎度は比べ物にならないほどで、違う文

化について知りたいというみんなの興味がドカンと伝わってきまし

た。小学校では昼食も一緒に食べ、日本文化を紹介しに行きながら

もアメリカの学校文化を学ぶ機会が沢山ありました。 

 午後は高校を訪問し、日本の少子化問題と祝日についてのプレゼ

ン、そしておにぎり試食会をしました。休み時間の廊下は、大都会の

地下鉄を歩いているかのようで、色んな人種・文化をもった学生が行

きかっていました。外を車で走っていても、目に入ってくるのは英語

以外にもアラビア語やベンガル語、時にはモスクもありました。大都

市でもない比較的小さな町で、これほどの多様性を垣間見ることが出来るのは、「違い」や

「マイノリティ」に寛容なアメリカのアメリカという国の底力だと思い、異文化に対する姿勢

を本当に学ばせてもらいました。 

２月の報告は以上になります。ご質問等ございましたら、以下のメールアドレスへお気軽に 連 絡く

ださい。（フィンドレー大学 近藤芙実歩：kondof@findlay.edu） 


